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ニチ日 

作成者：福田 奈津子 

ほけんだより ８月号 

連日、35℃以上の猛暑日が続いています。子どもは汗をかく機能が未熟で、大人よりも体温が上昇しやすくなります。また、身長が低

いため、地面からの照り返しの影響を受けやすく、熱中症の危険性が高まります。暑さ対策をしっかりして、夏を乗り切りましょう！ 

 

先月の子ども達の様子 

子ども達が大好きな夏がやってきました。夏はプールや川遊び等レジャーを楽しむ家族も多

いと思います。そんな楽しい夏には熱中症や水の事故等、大きな危険も潜んでいます。周り

の大人が十分注意し、楽しい夏の思い出をたくさん作って欲しいと思います。 

 

熱中症の対処法 

★日陰や室内など、涼しい場所に移動し、衣服をゆるめる 

★首や脇の下足の付け根など、太い血管があるところを冷やす 

★体を濡れたタオルで拭いてうちわで仰ぐ 

（気加熱によって体温を下げる） 

★水分・塩分補給 

（経口補水液やスポーツ飲料が効果的） 

 

気温 28度以上で厳重警戒、31度以上で危険、33度以上になると

警戒アラートが発表されます。今年も全国各地で熱中症警戒アラー

トが発表されています。 

 

軽度：めまい・立ちくらみ・大量の汗 

中度：頭痛・吐き気・嘔吐・倦怠感 

重度：意識障害・ひきつけ・痙攣・高体温 

 

小さい子どもは、症状を訴えることができません。 

こまめな水分補給を心がけ、唇の乾燥や尿の量・回数、顔色

等の変化に注意しましょう。 

 

ヘルパンギーナ 

ウイルス性胃腸炎  の発症がありました。 



  


